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システムズエンジニアリングとは？

「システムを成功させるための複数の専門分野にまたがる
アプローチと手段である」 JCOSE(Japan Council on Systems Engineering)

ここでいう「システム」は、コンピュータシステムにとどまらず、機
械、電気機器、人間系（操作者）、環境など広い意味を表す。

航空・宇宙領域で確立した企画・開発のアプローチを汎用的
に体系化したもの ⇒欧米を中心に発展

システムズエンジニアリングを適用しない場合に比べて、
最適に適用した場合

コスト、納期 ⇒ 凡そ70%、55%
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システムズエンジニアリングは
どのような場合に役立つのか？

多様な利害関係者や専門家を含んだプロジェクトを実施しようと

している

多様な人の関わり

付加価値の高いサービス

一段高い視点からの分析

これまで単品の製品を開発し、一定の成功は収めてきたが、その

製品を含めたより付加価値の高い総合サービスを実現したい

要件が決まればきっちり作る自信はあるが、自らの技術・製品を

取り巻く環境を一段高い視点から分析しなければならなくなった

これらはまさに「IoT時代のシステム開発アプ

ローチ」の要件
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システムズエンジニアリングの
4つのポイント

○解決策を考える前に本来の目的を明確に定義し、
常に目的を意識しながら考える

○視点と視野を変えながら全体を俯瞰
して対象を捉える

目的指向と全体俯瞰

多様な専門分野を統合

○多様な専門分野にまたがった知見を統合し、
全体としての特性や特徴をデザインしつつ

目的システムを実現する
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システムズエンジニアリングの
4つのポイント

○対象を抽象化・モデル化することにより、
多様な専門分野の関係者の共通理解、
本質理解の促進を図る

抽象化・モデル化

反復による発見と進化

○適切に再評価とフィードバックを反復し、
新たな解決方法を発見して段階的に
明確化・進化させる



ＩＰＡの取組み

 システムズエンジニアリングの考え方の普及

 経営者のためのシステムズエンジニアリング導入の薦め（第2.1版）
 開発者のためのシステムズエンジニアリング導入の薦め（第1.1版）

 成功事例に学ぶシステムズエンジアリング
～IoT時代のシステム開発アプローチ～

 想定読者：システム/サービスの企画・開発に取り組もうとする
マネジメント層・リーダ・担当者

 特徴： 複数の事例分析を通じて、システムズエンジニアリン
グのプロセスや技法、重要なポイントを解説

２０１８年３月１５日 ＩＰＡのホームページより公開
https://www.ipa.go.jp/sec/reports/20180315.html

今回の内容



事例ベースでシステムズエンジニアリングの問題解決の

アプローチを解説

国内企業5社の事例を用いて、システムズエンジニアリングの主要

な視点やアプローチを解説

「どのような場面で」、「どのような効能を発揮するのか」を具体的に

説明

問題解決にシステムズエンジニアリングを利用しようとした場合の

注意ポイントや、適用に向けてのヒントも提供

国際規格 ISO/IEC/IEEE 15288:2015に基づき、重要な用語や

概念を説明
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「成功事例に学ぶシステムズエンジニア
リング」紹介

特徴



「成功事例に学ぶシステムズエンジニア
リング」紹介

システムズエンジニアリングを実践するプロセスとして、
ISO/IEC/IEEE 15288:2015（システムライフサイクルプロセ
ス）の上流部分を紹介

相互参照

事例と相互参照することにより、
実践されたアプローチがプロセス
のどれに相当するのかを理解

標準プロセスに準拠した
自社開発手順等との対
応づけが容易に

システムズエ
ンジニアリン
グ導入効果の
高い上流プロ
セスを紹介

プロセスの理
解を助ける用
語集を収録
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事例に見るシステムズエンジニアリング
のアプローチ



10

電子お薬手帳事例
～概要～

 システム全体を見据えた情報セキュリティの確保
 医療情報システムと情報セキュリティ技術の両方に知見のある開発者の不在

背景

 従来は紙ベースであったお薬手帳の電子化を推進
 所有するスマートフォン等から、遠隔地にいる家族の分を含め、薬歴情報を

いつでも確認することを可能にする

課題

分野を超えた共同作業を可能にする
情報セキュリティ要求の導出方法を確立する
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電子お薬手帳事例
～アプローチ～

～情報セキュリティ要求の導出と網羅性の確保～
 プライバシー性の高い情報が存在し得る場所の洗い出し
 医療情報システム関係者とセキュリティ技術者とが共通理解できる

要求導出方法（事象文言）の確立
 事象文言の要素の組み合わせにより、情報セキュリティ要求の網羅性を担保

 対策の全体像
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電子お薬手帳事例
～対策詳細～

ミッション解析1

➢ 薬歴情報の一元管理により、新たな利便性の創出を確認
➢ 薬歴情報を扱う範囲が広がることに伴い、システムの各構成要素に

どのように情報が流れ、管理するのかを整理
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電子お薬手帳事例
～対策詳細～

分野を超えた協力による情報セキュリティ要求導出２

➢ 情報を扱う範囲が広がることにより、情報セキュリティを考慮する範囲が
拡大

➢ 医療情報システム関係者とセキュリティ技術者が共通理解できる
要求導出方法（事象文言）を確立

【システムズエンジニアリングのポイント：多様な専門分野を統合】
【関連プロセス：利害関係者ニーズと要求事項の定義】



14

電子お薬手帳事例
～対策詳細～

網羅性のある事象文言の生成３

【システムズエンジニアリングのポイント：目的指向と全体俯瞰】

➢ 「脅威文言」を機械的に組み合わせることで、情報セキュリティ要求の網羅
性の担保に成功
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電子お薬手帳事例
～教訓・まとめ～
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電子お薬手帳事例
～教訓・まとめ～

以下の特徴が本件を実現に導いたと考えられる

異なる専門分野間にて共通理解が可能な情報セキュ
リティ要求のモデル化

成功要因のまとめ

医療情報システムの関係者とセキュリティ技術者との間（
異なる専門分野間）において、抽象化・モデル化の工夫を
用いて要求抽出を可能にした。

情報セキュリティ脅威を全体俯瞰し、情報セキュリティ要求
を機械的に組み合わせて網羅性を担保した。



「ITSS+（プラス）」のお知らせ

第４次産業革命に向けた

スキル変革の羅針盤 ITSS+

http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/itssplus.htmlITSS+
詳しくはこちら！

ITSS＋

ITスキル標準（ITSS）

アジャイル領域

IoTソリューション領域

情報システムユーザー
スキル標準（UISS）

学び直し スキル強化

データサイエンス領域

セキュリティ領域
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ご清聴ありがとうございました。


